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〈第 72 回〉

踏み出そう！ウォーキングで健康長寿の第一歩！
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

〈第 120 回〉

医師の働き方改革と当院救急診療の実情
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450
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えたら理想ですよね。しかし、大学
病院ほどの医師数であれば各科当直
も可能ですが、当院の規模では無理
です。例えば脳神経外科医は実質 2
名ですので、二日に一度病院に泊ま
り込まなければいけなくなります。
　そこで当院では、夜間や休日など
の診療時間外はさまざまな科の医師
が当番で、救急の患者さんの対応を
しています。腹痛でも脳神経外科医
が診察したり、頭部外傷でも消化器
内科医が診察しています。その上で、
必要と判断すれば専門の科の医師に
相談や診察依頼をしています。
　このように一晩中病院で急患を診
ている医師ですが、夜が明けたら、

　さまざまな業種にて「働き方改
革」が叫ばれています。医療職も例
外でなく、時間外労働時間の上限設
定、長時間連続勤務の是正、勤務間
インターバルの確保が求められてい
ます。要するに、ずっと働き続けて
はいけないということです。
　具合が悪くなったら、いつでもそ
の分野の専門の医師に診察してもら

家に帰れるわけではありません。働
き方改革では、当直明けは午前中の
診療程度にと指導されますが、予定
の手術や検査などが立て込んでいる
場合はそうもいかず、なかなか休め
ないのが実情です。
　そのため、専門の医師に診てもら
うためには、緊急でない場合は平日
の各科外来受診をお願いします。
　また、昨年 12月より米沢市医師
会による平日夜間・休日診療業務を
院内にて行っています。可能であれ
ばこの時間帯に受診いただければ幸
いです（こちらの開業の先生方も、
夜間診療の翌日も普通にお仕事され
ますので、頭の下がる思いです）。

　冬場はウォーキングをお休みし
ていた人、健康診断に向けて体を
動かさなきゃ…と思っている人、
だんだん暖かくなってきたこの季
節、ウォーキングで健康長寿の第
一歩を踏み出してみませんか？
　特別な場所も道具も必要なく手
軽に始められるウォーキングは、
継続することで、肥満解消や血中
の中性脂肪の減少、血圧や血糖値
の改善にも効果が期待できます。

　５月はバーチャルスポーツイベ
ント「さつきラン＆ウォーク」を
実施しています。イベント期間、
スマホアプリで各自の走行距離・
歩数を記録するだけ！頑張りすぎ
ず、無理のない程度でのウォーキ
ングに取り組んでみましょう。
　また、「米沢市健康長寿日本一
推進プラン」では、健康長寿日本

一を目指し日常生活における歩数
の増加を目標に掲げています。目
標までは約1,500歩。今よりもあ
と 15 分ほど長く歩くことを意識
してみましょう！

米沢市健康長寿日本一推進プラン
目標および指標 現状値（R4） 目標値（R16）

日常生活における歩数の増加

１日の歩数の平均値 5,578 歩 7,100歩
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